
 
 

令和５年１月定例記者会見 

■日時：１月４日(水)  午後１時 30分 

■場所：４階特別会議室  

 

会見項目 

≪施策等≫  

１．宮古市若者就職活動支援補助金の創設 

２．秋田県大仙市からの「サケの発眼卵」支援 

３．株式会社カルティブとの事業所立地協定書締結 

≪催事等≫ 

４．埋蔵文化財センター企画展「石器からひもとく道具の進化展」 

５．宮古市消防団消防出初式 

６．宮古真鱈まつり 

７．みやこ復興寄席 

８．2023年のクルーズ船寄港予定                                                     

 

会見内容 

 別紙資料１～８とおり。 

 

記者との質疑 

 

≪１．宮古市若者就職活動支援補助金の創設 について≫ 

  

河北新報 

支援対象の「学生」とは、大学生のみか。また、当初予算額を超えて申請が来た場合の対応は。 

市長 

大学生・短大だけでなく、高等学校・職業訓練校の生徒など、ケースごとに相談をしながら、幅広

く対応していきたいと考えています。また、予算を超えるような場合は、補正予算により対応を

検討していきます。 

 

河北新報 

Ｕ・Ｉターン者を対象とした奨励金制度もあったかと思うが、今回の支援金はどう違うのか。 

市長 

「新規学卒者及びＵ・Ｉターン者等就業奨励金」制度は、移住・定住を目的にとしたもので、宮古市

への転入や宮古職業安定所管内の事業者への就職などが義務付けられています。今回の支援



 
 

金は、宮古市内企業への就職に興味を持っている方に「まずは来てみる」きっかけとして、交通

費や宿泊費を支援するものです。 

 

毎日新聞 

県内の他の市町村でも同様の制度はあるのか。また、支援金活用後、県外に就職した場合は返

金が必要なものなのか。 

市長 

県内でも同様の取り組みをしている自治体はありますが、沿岸自治体では初めての取り組みで

す。まずは宮古市とつながりを持ってもらう「きっかけ作り」の支援制度なので、返金などは考

えていません。 

 

≪３．株式会社カルティブとの事業所立地協定書締結 について≫ 

 

毎日新聞 

新たに事業所ができることで、どの程度の雇用が生まれるのか。 

市長 

今年は、正社員１名とパートタイマー２名が採用となります。来年は、正社員が２名、パートタイマ

ー３名の体制となると伺っています。 

 

≪６．宮古真鱈まつり について≫ 

 

めんこいテレビ 

今年も規模を縮小しての開催となるのか。 

市長 

コロナ対策として、昨年度同様の縮小規模で行います。ステージショーなどはありません。 

 

≪８．2023年のクルーズ船寄港予定 について≫ 

 

めんこいテレビ 

今年寄港するクルーズ船は、これで全てか。今後増えていく可能性はあるか。 

市長 

本日発表したものは、現時点で公表となっているものです。クルーズ船のスケジュールは、各社

から時期を分けて発表になることが多いので、今後新たな便が発表になる可能性はあります。 

 

めんこいテレビ 

MSCベリッシマは、宮古港のクルーズ船寄港歴で最大サイズのものか。 

市長 

そうです。 

 

宮古民友 

初寄港の船が多いのは、市のポートセールスの効果といえるのか。 



 
 

市長 

2020年に海外のクルーズ会社にトップセールスとして訪問しました。シルバー・ミューズ、シル

バー・ウィスパー、ＭＳＣベリッシマは、その際に訪問したクルーズ会社の船です。トップセールス

の効果もあったのではないかと考えています。 

 

岩手日報 

ＭＳＣベリッシマは、滞在時間も長く、経済効果がかなりあるように思えるが、市長の考えはどう

か。 

市長 

宮古だけでなく、周辺地域への経済効果も期待できるものと考えています。盛岡の「さんさ踊

り」を見るツアーも検討されているとのことです。 

 

岩手日報 

クルーズ船の寄港が増えたことには、三陸沿岸道路や宮古盛岡横断道路の開通による影響もあ

るように思えるが、市長の考えはどうか。 

市長 

移動時間 90分が、現地ツアーの対象範囲と言われています。道路の開通により、ツアー対象の

範囲が広がることで、寄港地としての魅力も増大しているものと考えます。 

 

岩手日報 

乗船客による経済効果、交流人口の拡大など、クルーズ船の寄港増加は、コロナ禍における地

域経済活性化の起爆剤になるものと思われるが、市長の考えはどうか。 

市長 

大型客船は乗船客も多く、経済効果も大きいです。宮古市が積極的にクルーズ船を受け入れる

ことで、県内にもその効果が波及していくものと考えています。 

 

≪その他：キャトル宮古の跡地利活用 について≫ 

 

毎日新聞 

キャトル宮古の跡地利活用について、現在の状況や手続き等の進捗状況は。 

市長 

手続きは順調に進んでいます。今後は、このエリアをどのように利活用していくか、住民との意

見交換を行っていく必要があります。立地適正化計画と合わせ、検討を進めて行きたいと考え

ております。 

  



 
 

宮古市若者就職活動支援補助金の創設について 
 

１ 制度の概要 

⑴目的 

宮古市内企業のインターンシップや宮古地域雇用対策協議会等が主催する就職面談会等

に参加する場合、他地域に進学した学生や、地元への就職を希望する若者に対し、遠方から

の就職活動を支援し、地元への就職や定住に資する。 

 

⑵支援対象 

支援対象者は、市外に在住する学生又は既卒３年以内の若者（29歳以下） 

 

⑶対象要件 

①宮古市内企業のインターンシップへの参加 

②宮古地域雇用対策協議会等が主催する就職面談会等への参加 

③宮古市内企業の職場見学、個別説明会、採用試験等への参加 

 

⑷補助内容 

住所地と宮古市を往復するために要する交通費や宿泊費の一部を補助する。 

＊同一年度内に、補助限度額以内であれば複数回の申請が可能 

居住地等 

補助限度額 

合計 

（１人あたり） 

交通費 

（１回あたり） 

宿泊費※ 

（１泊あたり） 

岩手県内 ２万円 ３千円 

３千円 東北（岩手県以外）地区 ２万円 ５千円 

東北地区以外 ３万円 １万円 

※自宅（実家等）泊の場合、宿泊費は補助対象外 

    予算 令和４年度 12月定例会議補正予算措置済み 350千円（15名を想定） 

 

⑸周知及びスケジュール 

 周知方法：広報、市ホームページ、市 SNS、LINEウミネコミヤコの回覧板 

宮古地域雇用対策協議会ホームページ、宮古市二十歳のつどい ほか 

   受付開始：令和５年１月４日（水） 

 

２ 問い合わせ 

市産業支援センター 商業労政係（☎68-9067） 

 

 

 

  

配布資料１ 



 
 

秋田県大仙市より「サケの発眼卵」の支援について 
 

１ 趣 旨 

   宮古市友好交流都市の秋田県大仙市より支援の申し出があり、サケ発眼卵３０万粒を無償提

供していただくことになりました。 

令和３年には大仙市の雄物川鮭増殖漁業生産組合の方々が育てたサケの発眼卵３５万粒を

無償提供していただいております。 

今回は、大仙市を訪問して発眼卵をいただき、津軽石ふ化場でふ化させ、その後各漁協に配

分いたします。 

２ 主 催 

  大仙市、宮古市 

３ 協 力 

  雄物川鮭増殖漁業生産組合 

４ 参加者（予定） 

  大仙市側＝大仙市長、雄物川鮭増殖漁業生産組合長 

  宮古市側＝宮古市副市長、水産課長、市内３漁協 

５ 開催日時 

  令和５年１月６日（金）午前 11時 30分 

６ 開催場所 

  大仙市大曲武道館 正面 

  （秋田県大仙市大曲花園町１番１号） 

７ 発眼卵個数 

  ３０万粒 

８ その他 

  当日午後４時３０分より宮古漁協津軽石ふ化場において取材対応いたします。 

９ 問い合わせ 

  市水産課水産振興係（☎６８－９０９９） 

大仙市農林部農林整備課（☎０１８７－６３－１１１１（内線２７９）） 
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株式会社カルティブの事業所立地協定書締結について 
 このたび株式会社カルティブが、宮古市南町への事業所の立地を内定いたしました。市の誘致企

業としては 32 社目で、平成 25 年１月発表の「株式会社神野商店」以来 10 年ぶり、情報通信業と

しては初めての誘致企業となります。 

株式会社カルティブは、地域・文化・教育を事業の柱として、自治体や企業に対するコンサルテ

ィング業務や、企業版ふるさと納税を活用した地域課題解決プラットフォーム運営などを行う企業

ですが、地域企業と連携した新事業創造、ＩＴ技術の活用を通じた地域産業支援、人材獲得・育成

を目的に宮古市内に事業所を設置するものです。 

 つきましては、事業所立地協定書締結式を令和５年１月 12日（木）午前 11時から市民交流セン

ター２階多目的ホールで執り行いますので、ご参加のうえ取材くださいますようお願いいたしま

す。  

 

【立地企業の概要】 

商   号   株式会社カルティブ 

代 表 者   代表取締役 池田 清 

本   社   〒220-0011  神奈川県横浜市西区高島二丁目 19番 12号 スカイビル 19階 

設   立   平成 26年 10月 14日 

営 業 所    東京ベース：東京都品川区大崎一丁目 20番 15号 

            エステムプラザ品川大崎駅前レジデンシャル 201 

            開設年月：令和２年８月 

      盛岡オフィス：岩手県盛岡市大沢川原三丁目６番 31号 

  ライオンズマンション開運橋 207号室 

  開設年月：令和４年 11月 

資 本 金   400万円 

事業内容   地域の問題解決支援、研究支援、教育事業、文化事業、デザインコンサルテ 

ィング、文化振興、経営戦略支援、情報発信支援、事業立案・運営支援、セ 

ミナー運営支援、WEB及びシステム構築 

年  商  １億８千万円(令和４年９月期) (決算期/９月 30日) 

取 引 先  地方公共団体、株式会社ＪＴＢ、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 他 

従 業 員   10名 

 

【宮古市への立地概要】 

事業所名称  株式会社カルティブ宮古オフィス 

立地場所   宮古市南町 11番 27号 第三うまいやビル２階 

事業所面積  49.58㎡（約 15坪） 

目  的   ①地域企業と連携した新事業創造 

       ②IT技術の活用を通じた地域産業支援 

       ③人材獲得・育成 

売上計画   当初(令和６年) 700万円／年    令和７年  2,000万円／年 

雇用従業員数 当初(令和５年１月) ２人(正社員１人・パートアルバイト１人) 

    令和６年１月     ５人(正社員２人・パートアルバイト３人) 

開設年月日  令和５年１月 12日 

 

■問い合わせ 市産業振興部 企業立地港湾課（☏68－9089） 
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令和５年宮古市消防団消防出初式について 

 

 

１ 日 時 

  令和５年１月１５日（日）午前１０時～１１時３０分 

 

２ 場 所 

  宮古消防署訓練場 

 

３ 主 催 

  宮古市、宮古市消防団 

 

４ 内 容 

  ■出初式次第 

   10:00 「集合及び部隊編成」、「開会行事」、「観閲」 

10:45 「分列行進」     

11:20 「閉会行事」、「部隊解除」    

  ■出初式の参加予定者は、約 250名 

 

５ 特記事項 

  ■規模縮小開催 

   ・来賓及び参加人員制限 

   ・新型コロナウイルス感染症防止対策の徹底 

 

  ■分列行進 

・宮古市魚菜市場駐車場前県道 40号にて通行規制をかけて行う。 

 

６ 問い合せ 

  市危機管理監 消防対策課消防係（☏62－5533） 
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【問い合わせ】 

 宮古港利用促進協議会（企業立地港湾課内） 

 TEL：68-9093 

2023.1.4現在

№ 船名 前港／次港 客船概要

1 4月22日 (土) ダイヤモンド・プリンセス 入港 8:00 前港：ひたちなか 総トン数：115,875t

出港 18:00 次港：青森 乗客定員：2,706人

全長：290.2ｍ

全幅：37.5ｍ

船籍：イギリス

2 4月30日 (日) シルバー・ミューズ（初寄港） 入港 8:00 前港：東京 総トン数：40,700t

出港 18:00 次港：函館 乗客定員：596人

全長：212.8ｍ

全幅：27.0ｍ

船籍：バハマ

3 5月7日（日）シルバー・ウィスパー 入港 8:00 前港：東京 総トン数：28,258t

　　　　　　　　　（初寄港） 出港 18:00 次港：函館 乗客定員：382人

全長：186.0ｍ

全幅：24.9ｍ

船籍：バハマ

4 6月23日（金）ハンセアティック・ネイチャー 入港 7:00 前港：東京 総トン数：15,651t

　　　　　　　　　（初寄港） 出港 17:00 次港：奥尻 乗客定員：230人

全長：139.0ｍ

全幅：22.0ｍ

船籍：バハマ

5 8月4日（金）MSCベリッシマ（初寄港） 入港 8:00 前港：石巻 総トン数：171,598t

出港 23:00 次港：青森 乗客定員：4,488人

全長：315.83ｍ

全幅：43.0ｍ

船籍：マルタ

6 10月17日（火）ウエステルダム（初寄港） 入港 8:00 前港：横浜 総トン数：82,348t

出港 17:00 次港：函館 乗客定員：1,964人

全長：285.24ｍ

全幅：32.21ｍ

船籍：オランダ

7 10月26日（木）レガッタ（初寄港） 入港 8:00 前港：室蘭 総トン数：30,277t

出港 17:00 次港：仙台 乗客定員：684人

全長：181.0ｍ

全幅：25.46ｍ

船籍：マーシャル諸島

2023年クルーズ船寄港予定について

日にち 時間
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